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　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　　式によった。即ちへ・・トクリ・ノト値をH（％），全血

赤1㈱よ核鮪せず，細胞分裂鮒姉ない細胞　1・°吻放勇士能（・Pm）をBゾ魅間後の血清］・°me

であるが，　teの代謙瀞雛である．す緬ち赦　轍射能をPとすると瀞撤に32P撚加した餓
球、、おいては騰f艦・・酸欄、メ・一モグ・　における1幡1・°meの期能P°（cpnl）は

・・を一・グ…に翫す・個等の翻麟があ　　一1諺rM・・
・て・』これらi・関しては多くのイ9F究が欣われてい　で示され，　PのP。に対する醐率Xは獄で灘。さ

る1）2）

　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。
Farran等3’嚇1㈱・おけるリン酸代謝に着Hし　　　　　P
赤i鰍・・P側鰍岬状腺機能と平行する・とを認　　　X＝㎜一戸rx10°

め，その測定は甲状腺機能検査法の一一一つとして利用出　　　　この時の赤血bl　32P摂取率R（％）は次式で示され

来るであろう’k述べている。著者は赤血球32P摂取率　　　る。

犠潔灘難灘蹴蔑葎；漂　 ・（％・一世響1　’　H上

赤醐・・P摂取率が鰍するか等の点醐らかにする　・才・醐示すれば款の如くである・

働に本研究を行なった。　　　　　　　　　H＝4・1・5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B＝8543Cpm

　　　　　　　　I　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　P60　＝・　10823　cpni

研究欄として館人18例・単条屯1生棚1蠣・・例，　　・・r縄藷．5・1・飼・6・3・1・m

甲状腺機能九進症30例，橋本氏病18例を用いた。　　　　　　　　　　　　10823

　　　A赤醐・・P摂騨の測定　　　　　　X　’圓画ぎ一x1°°1＝・7‘1・1％

露襲窟響縣1欝馨ll　二謬諜麗野
姓理触塩水で1鰍謝して1・μC歪になるように稀　　B湘・脚ソ分Pt’iにおける32P期朧，

釈して用いtc。　　　　　　　　　　リソ鮪量及び比放射能の齪
被儲からへ・W加静脈血を瓢し，血液・・me当　前述の如く6°分後の赦球32P撫率酬定した際

り32P・μαを添加し，　i・・it・・で37・Cに保温混和　の舳球姓理的食塩水にて51亘1麟し1鯖を出

し，基礎実験においては30分，6Q分，120分後にそれ　　　来るだけ洗い落した後に赤血）＊　O．S9（湿性重量）を採

それの血清1．OneとttL血1．・meの方女身朧を測定し・各　取し・これをS・h・・id・・氏法6）及びSchmidt－Than一

。の赤血球・2P撚率鱒定した．木試験1・おいては　・hau…氏法7）1・よ賂リン頒に分け洛頒の放

60分後の赤血球32P摂取率を鏡定し，引き続き赤血球　　　射能を測定しJ引き続きFiske－Subbarow氏法4）5）に

の各リソ分画の放射能及びリソ含有遇：を測定した。　　　　よってリン奮有童を測定した。さらに各リソ分画の単

なお赤血球32P摂取率の3綻はFarra・らs・の計算　位リソ量（f・9）｝・対する32Pの放射能（cpm），即ち比
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放射能を鋒出した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　実験成績

　　　C　赤血球リソ倉有量並びに血清リン値　　　　　　　　A　赤血球32P摂取率と甲状腺機能

　　　　の測定　　　　　　　　　　　　　1・基礎実験
　両者ともFiske－Subbarow幾法4）5）セ：よって測定を　　　正常人の32P摂取率は図1の如く，30分他では8．9％

行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～18，3％，60分値では35．7％～46．3％，120分値では

　　　D　L－・thyroxin（T4）添加試験　　　　　　　　48．8％～77，9％と蒔間の経過と共に増加するが，30分

　一般に血中のfree　thyroxin濃度は血清100認中　　　値から60分値への増加率はややゆるやかである。

2・1土0・6，πμ9が正常とされている8）。10meの静脈血に　　　単純性甲状腺腫では30分値7．5％～17．4％，60分値

32P　1μCiを添加した試料を3コの三角コルベンに分　　　36．7％～48．3％，120分値50．7％～73．8％であって，正

け，その1コを対照とする。2コ目にはT4濃度が　　常人のそれとほぼ同様の値を示す。

2，1解凶／詔の10倍量即ち21mμg／deを添加する。3コ　　　甲状腺機能充進症では30分値は11．3％～24．0％，60

0にはT些濃度が100倍量即ち210m”g／eeを添加す　　　分値は41．3％～71．5％と正常人並びに単純性甲状腺腫

る。これらの三角コルベンを37°Cに保温混和し，60　　よりは一般に高く，その半数は明かに高値を示し，

分後の赤血球32P摂取率を測定した。　　　　　　　　　　120分値も56．8％～88．7％とやや高い。

　　　E　PBIの測定　　　　　　　　　　　　　　　　橋本氏病では30分値4．8％～15．2％o，60分値24．2％～

　PB　Iの測定はBarkerg）のアルカリ灰化法によって　　　41．0タ6と正常人よりやや低く，120分値は30。5％～45．5

行なった。　　　　　　　　、　　　　　　％と明らかに低値を示している。従って60分値より
　　　F　1311　一・T．aレヂンスポソヂ摂取率の測定　　　　　120分値への増加率は前3者に比較するとゆるやかで

　アメリカン・アボット社の粉末状レヂソを均等に含　　　ある。

むポリウレタン・スポンヂを用いる方法によった。　　　　以上の如く120分値まで測定したが，in　vitl・oの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120分の保温混和では赤血球はしばしば溶血を起し，

赤血球
32P掻取率（％）
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図　1．　　　　各種甲状腺疾患における赤血球32P摂取率の時間的推移
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かつ1血液のpHが酸性に傾くことが判った。　したがっ　　　闘内にある。

て120分値では正確な値を期待しがたいので，30分値　　　甲状腺機能充進症の赤血球32P摂取率は表3・図2

と60分値について疾患別差違を推計学的に検討してみ　　　に示す如く42．4％～81・9％，平均53・6±10・6％で・15

ると，30分値より60分値の方が疾患別差違が明白であ　　例中11例（73．3％）はEY】らかに高値を，4例は正常値

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を示している。

　従って以後の実験においては60分他によって検討す　　　　橋本氏病の赤血球32P摂取率は表4，図2に示す如

ることにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く22．3％～41．7％，平均32．7±6．1％であって，7例中

　2．各種甲状腺疾患における赤血球32P摂取率

3繍蹴糊驚瀦耐如く表3塗懸饗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　単純性甲状腺腫の赤血球32P摂取率は表2，図2に　　　　　　　　　　マ　　　32P計数

示す如く，　33・1％～賜伽2±47％で蹴 l卿、1∬塑一摂取率

刻赤血ｿ轡　　＿＿＿絶1笠讐嶽竺
　　　　　　　0　32P計数　　　　1藤原45．　085831°19°42・　4
N。．－1、、－t’／、ξ」・岡．…辮　1㌔沢P，7，：ll；1！耀1：：1

　　　　　　　　轟2笠繕」企　諸渠端翻1購ll：1
、r山3。58・・6－・・23・34．・8　6斉藤45．　482459°914ス9
鐸懇ili　iil　liii　l！i羅ギili　ili　li　i！1

．箏1磐iiii　li幾購lii諜i　iil萎i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　　吉　　　　j京：　　　36．5　　　8821　　　　7344　　　81．9

表2赤d：職繋　　　平均・・．r83818932土需
　　　　　　　　ヘ
　　　　　　　　マ　　32P計数　　　　　　表4　　赤血球32P摂取率
N。．一，、il例1－≦…）・灘率　　　≡橋禰一

3田　上44086781203634．・8　－一、一一　　　値　一
4河　野41．487851065938．5　　1新井41・586021238122・3
　5・1・T沢45．083641017340．5　　2矢満田　37・・588071182226・8
　6藤　井　36．8　81461027942．　7　　3橋　本　36．5　78911049528．9
　7田　中　43．0902710722・1・2．8　　4吉　沢　40・6’79231021734・2
　8　原　39．788361046243，5　　51kj田　38・88359108】234・5
　9堀　内41．67938　916145・8　　｛i松沢42・182081010739・4
・・宮沢’38，279・99148i1・6・・3　　7宮川」讐＿塑長＿璽？勉三とL

…平均… S1．・… E15「繭・「・窪裂7’．平均・cJ・・58385…－1・9343釜乙1
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正常人　単純性甲状腺腫甲状腺機能冗進症橋本氏病
平均40．4±4，3　　　平均40．2±4，7　　平均53．6±10．6　　平均32．7±6，i

図2．　　各種甲状腺疾患における赤血球32P摂取率（60分値）

5例（71・4％）は正常低値ないし低値を示している。　　　10，5で，14例中11例（73．3％）が高値を示している。

　　3．赤血球32P摂取率とPBI値　　　　　　　　　　　橋本氏病の無機リン分画の32P比放射能は表10，図

　赤血球32P摂取率とPB正値との関係は表5，図3に　　　5に示す如く，79．9～98，8，平均89．8土7．2で，7例中

示す如く，両者間に正の相関々係（相関係数嵩0・874）　　5例（71．4％）が低値を，2例が正常低値を示してい

が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　4．赤血球32P摂取率と1311－Teレヂン　　　　　　　　　2．酸可溶性有機リソ分画

　　スポソヂ摂取率　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常人の酸可溶性有機リソ分画のSZP比放射能は表

　赤血球32P摂取率と1311－T；sレヂンスポンヂ摂取率，　　7，図6に示す如く，6．8～8．5，平均7．6土0．60であ

即ちTriosorb値との関係1よ表6，図4に示す如く，　　　る。

両者間に正の相関々係（相関係数　＝O・　918）が認められ　　　単純性甲状腺腫の酸可溶性有機リン分画のs2P比放

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射能は表8，図6に示す如く，6．7～8．9，平均7．5土

　　5・小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．76でほぼ正常値である。

　以上を要約すると，赤血球32P摂取率は60分値を以　　　甲状腺機能充進症の酸可溶性有機リン分画の32P比

って表わすことが妥当と考えられ，その値は単純性甲　　　放射能は表9，図6に示す如く，8，4～12．6，平均9．8

状腺腫では正常値を，甲状腺機能充進症では正常高値　　　±1．01で，15例呼112例（80％）が高値を示している。

ないし高値を，橋本氏病では正常低値ないし低値を示　　　橋本氏病の酸可溶性有機リン分画の32P比放射能は

していて，PBI値並びに1311－Taレヂンスポンヂ摂取　　　表10，図6に示す如く，5．3～6，9，平均6．1±O．64で，

率との間には相関々係が認められる。　　　　　　　　　　7例中5例（71．4％）は低他を，2例は正常低値を示

　　　B　赤血球リソ分画におけるs2P比放射能　　　　　している。

　　1，無機リソ分画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．リン脂質分画

　正常人の無機リソ分画の32P比放射能は表7，図5　　　各症例とも32Pの放射能計数が0～5cpmで，　back

に示す如く，98．3～116．8，平均104．5±6．5である。　　　　ground　25cpmにもおよぼず，測定不能である。

　単純性甲状腺腫の無機リン分画の32P比放射能は表　　　　　4．　RNA分画

8，図5に示す如く・96・3～114・5・平均104・8±6．4で，　　　RNA分画のリン含有盤は0で，かつ32P放射能計

正常値を示している。　　　　　　　　　　　　　　数も0～7cpmであって，比放射能は算出不能である。

　甲状腺機能充進症の無機リン分画め32P比放射能は　　　　5，　DNA分画

表9，図5に示す如く，101．2～138．4，平均122．Od二　　　DNA分画の比放射能はRNA分画の場合と同様に
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表5　　赤血球32P摂取率とPBI他　　　　　　　　　表6　赤血球32P摂取率と1311－Tsレヂン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポンヂ摂取率
　疾
一塁 ｬ症

正鑑荒1：：ll：1　正1跨ll：1　；1：1
常㌦藤ll：：1：1　常鰍9；：l　ll：9
　　衣　川　・3・・6　4・2　人小．L＿38’　3．＿墨2
人　浅　　井　　46・4　　4・3　　　平均　　34．・0　　29・O
　　SF　　　　　　　均　　　　　　　40・4　　　　　　　　4・7　　　　　　　　　　　　　　ネ寸　　　　田　　　　　　　　3　L．6　　　　　　　　　　27．0

｝　 ﾃ㎜ u「　33．「　．』コ．・　轟川上　33・6　2・・

単欝董ll：l　l：1鰐鷺li：1　鷺1
純河　野　38・…　　　騰Pt”ba・’．．．橋一一一1二Z＿＿3°’°一．一．＿

性中　沢　40・5　4・　8　　平均　35．8　　28．4
　…1藤　一」i：　427　ス7　　　1L「天一…　一蒲「r……4r｝

腫萱一」L一鎚一堂；＿　羅叢1囎　器l　l認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よロー一一一一平＿一豊＿．＿塑．＿＿iL　 潅落合　65．　8　　6°・°
　　　藤　原　42．4　9・・6　　症亙2ヒ＿＿翌讐＿＿＿遇巴＿一
　　　藤　　沢　　43・6　　8・7　　　　平　均　　57，2　　　54．9
　　　　　関　　45・　4　1L　1　　　木下　15．・3　　2・．・

榛田原中ll：l　l：1；1昊讐蕊ll：1　：；19

機佐　藤　…　9・・　病松乾山　號　ll：1
能嚢　出　ll：1　11：1　　『軍i，i’．一一薦一…in””’一一・3，・

繊田：：：1’9：1轡搬£分画

腺宮　坂　…　14．・　氏谷゜　25’　2　2L°

症纂　膿　ll：l　il：1　・・蛋醐醐・含樋朕・・砒放射
　　　吉　　原　　81．9　12，7　　能鱒：出できなL’・
　　　一一一一一一一一…「『‘．‘…一㎜　　　．－un－ny’t…’－　　　　　　　　7．　，J、　　　括

一　平　均一．一一一53・6　12・　2　’以上の成績蝶約すると，轍・・頒の・2P比放

　　　新　　　　井　　　　22・3　　　　3・3　　　　射能は単純1生甲状腺腫では正常値を，甲状腺機能充進

桀1満lii　i　i：i響ll慧1欝粥器

瞭1繕　1，lil鶴麟築諜孟罵灘難鶴響
　　一urnt…一．－utt－““’t…1　　……　『一…一…ttmTtt’t．t　　の疾患別差違は無機リソ分画におけると同様に明白で

　　　平均32．　53．2　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
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　表7　　　　各リン分画の32P比放射能　 一正常人一

・・欄計 ﾟ1計鮎1計書影言「薯棲計舖計喜影
　　数量鮒数量射数鑑射数量射数量射数量射一．．＿＿＿∫9㊥（幽L」藍」CPln）血甦＿態＠④．姓の…態（⊆雲・星⊇、幽の」垂＿（CPIII｝（厘L鎧．一些Pm）（鐙）態．

1井之川　147515　98．3918　124　7・4　0　45　0　0　0　0　0　0　⑪　0　0　0
2　ネ寸　　雲　　1291　　13　　　99．2　694　　103　　6．8　　　1　　　29　　｛〕．03　　1　　　0　　　0　　　5　　　0　　　0　　　　1　　　0　　　0

3　ノ』、　　山　　1397　　14　　　99．8　746　　105　　7．1　　4　　　39　　0．1　　　0　　　0　　　0　　　2　　　0　　　0　　　2　　　0　　　0

4　　堵木　　　　1559　　15　　103．9　857　　119　　7．2　　　2　　　43　　0，02　　3　　　0　　　0　　　　1　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

5　衣　　川［　1698　　16　　106．1　819　　105　　7．8　　　0　　　38　　　0　　　　1　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　5　　　0　　　0

6　侶三　　藤　　1504　　14　　107．4　　980　　　121　　8．1　　　0　　　38　　　0　　　　2　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　1　　　　0　　　　0

7浅井140212116・8833988・5立強5α0旦4」L＿軌4．．⊥0　4．．9－．°－
　　　　104。5　　　　　　　　　　7．6
平均147514・1±835110・7±　138・10・03
　　　　　6，5　　　0．60

無型と．一一一警離隻」・脂鑑…．・璽一．DNA．リ・蛋韻

表　8　　　　　　　各　リ　ン　分　画　の　32P　比　放　鮒　能　　　一単純性【騨状腺腫一

　　．購望綴聾＿L坐些．。．巡全．＿DNA＿・畷醜．
　蕪器羅羅）（1、1纏）1（鑑）雛（鉱）（1）1

1藤井136717　96．38571197。2　5　430，110　0　0　0　0　0　0　0　0
2古沢13821498．77661116・70480　4　0　0　1　0　0　2　0　0
3堀内15841699．08961038・7037。　0　0　0　3　0　0　4　0　0
4霞誕　14881599．29211217，61420．021　0　0　2　0　0　3　0　0
5　評黄t　：」｛：　1364　　13　　1Q4．9　　836　　125　　6．7　　　3　　　39　　0．08　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　3　　　0　　　0

6田上126512105．4749967，83　410．071　0　0　5　0　0　2　0　0
7宮沢160815107．29081028・9138〔｝・023　0°　4　00　5　0　0
8田中15511411〔｝．810051347・5437【）・13　0　0　4　0　0　2　0　0
9亨可塁予　　1461　13　　五12，3　862　　118　　7，3　　0　　　29　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

玉0中沢160314114・58641276・8042強　4｛LO＿A＿0．」　200
　　　104．8　　　　　　　　　　7．5
平均146714．　3土　866115，6土　1．739．60．04
　　　　6．4　　　　　　　　　　0．76

比放射能
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正常人　単純性甲状腺腫甲状腺機能充進症橋本氏病
平均104．5±6．5　　　平均104．8±6．4　　平均122．O±10．5　　平均89．8±7．2
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表　9　　　　　　　各　リ　ン　分　画　の　s2P　比　放　射能　　　一甲状腺機能充進症一

　　　鰍・・弊欝｛｝・脂質　・NA　DNA　・畷頗
M症例計 ﾇ媛計籍接計暮旋計警旋計蹴1計霧震
　　数量射数量射数量射数量射数量射数量射　　（cP！n）（Sig）　　能　　　（cpm）　（μ9）　　倉旨　　（cpm）（μg）　　有旨　　（cpn、）（μ炉）　　能　　（cpm）（μチ）　　倉旨　　（cp！n）（μ9）　　能

1白ガ足　1518　15　101．2　927　98　　9．6　2　　28　0．07　2　　0　　0　　2　　0　　0　　0　　0　　0
2斉　藤　　1482　　14　　105．9　　959　　99　　　9．7　　0　　　43　　　0　　　0　　　0　　　0　　　3　　　0　　　0　　　6　　　0　　　0

3　富　田　　1889　　17　　111．1　1194　117　　10．2　　3　　　47　　0．06　　0　　　0　　　　0　　　　0　　　0　　　0　　　0　　　　0　　　0

4宮下160614114．7912109　8．40　36　0　4　0　0　0　0　0　0　0　0
5藤沢155613119．　792898　9．40　36　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0
6我LLI　1927　16　120．41296137　　9．5　4　　42　0．09　7　　0　　0　　5　　0　　0　　0　　0　　0
7V，三野　1819　15　121，31318121　10．9　0　 32　 0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　5　　0　　0

8岸田15821312L71018111　9．24　380．15　1　0　0　5　0　0　3　0　0
9藤　原　　1614　　13　　124，2　　935　105　　　8．9　　1　　　41　0．02　　3　　　0　　　0　　　2　　　0　　　0　　　2　　　0　　　0

10　メL　ll．1　2028　　16　　126．8　1183　131　　　9．0　　0　　　39　　　0　　　　6　　　0　　　　0　　　　0　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

11宮坂165713127，　51102118　9．31　340．025　0　0　1　0　0　0　0　0
12　　関　　　1556　　12　　129．6　　993　102　　　9．7　　3　　　37　　0．08　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

13成田195315130．21211129　9．44　450．090　0　0　0　0　0　1　0　0
14伊　藤　　1928　14　　137．6　1375　128　　］0．7　　5　　　42　0．11　　0　　　0　　　0　　　4　　　0　　　0　　　2　　　0　　　0

15吉1東　2215　16　138．41438　114　12．6　2　　31　0．06　3　　0　　0　　3　　0　　0　　0　　0　　0

　　　　122．0　　　　　　　　9．8
平均175514．4±　1119114．　5±　238．10．　05
　　　　10．5　　　　　　　1．01

表10　　　　各リン分画の32P比放射能　 一橋本氏病一一

　　　．鰍・・羅雛・・願　・NA　DNA　・畷鹸
踊醐計 噤f�P計書｝lt計書鍍計籍旋計k鍍計薯鍍
　　　数量射数量射数量射数量射数量射数量射
一．．一＿＿

@（・pm）（μの能（cpm）（μの能（cpm膨L態」gl測（μ9）能（・pm）（μの態慰cpm）（μ9）能
1　菊〒　i非ド　1119　14　79．9　678　　128　　5．3　　1　　37　0．02　　0　　　0　　　0　　　3　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

2橋木12181581．27431355．54　480．　082　0　0　1　0　0　2　0　0
3矢満田　12021488．7713　125　5．7　2　420．04　1　0　0　0　0　0　3　0　0
4　吉　　沢　　1169　　13　　89．9　718　　114　　6．3　　2　　　48　　0．04　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　4　　　0　　　0

5内田14941693．48311226．85　290．162　0　0　1　0　0　1　0　0
6　宮　　JII　1639　　17　　96，4　856　　124　　6，9　　3　　　41　　0．07　　0　　　0　　　0　　　4　　　0　　　0　　　4　　　0　　　0

7松沢15811698．88521316．50　39　0　4　0　0　2　0　0　0　0　0
　　　　89．8　　　 6，1

平均134615．　0土770125，6土2400．05
　　　　7，2　　　0．64

まヒ坊文身寸臼旨
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図6．酸可溶性有機リ

ン分画における32P
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正常人　単純性甲状腺腫甲状腺機能充進症　橋本氏病
平均7，　6±0，60　　平均7，5±O，76　　平均9．8±1，01　　平均6．1±0．64
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　リソ脂質分画，RNA分画，　DNA分画及びリン蛋白　　　　表11　赤血球リン倉有最とrflL清リン値

質分画妺T灘驚畿、　慧症例蓉1・馨・毫血清罐
　　、略解撒総における赤鰍　　　一，名　　．一．一一一一㎎鯉L蟹蝦L、

　　　・・含有量・血清・・値　　　　正ll講　ll：l　l：1
正常人の赤血球リソ舗量臓U・図7の如く42・°　　　松　崎　　44．5　3．5
㎎／1009～50．5㎎／100炉，平均45・4㎎／100gで・血清リ　　　常　　黒　　　崎　　　　47、4　　　　3．3

・値醸・・1図8の如く3．°mp／ee－3・剛鵡鞠　人愛＿」L＿．．．5堕＿＿堕，一．／，一一t

3．24mp／acである。　　　　　平均　45・4　3・　24
　単純性甲状腺腫の赤血球リγ含有蚤は表11，図7の　　　　　　　山　　　崎　　　　33．2　　　　3，0

如く33．2㎎／…9－・7．…／・。・艸均39．…／…9　一…，　轟・P村　・・・・　…

や禰を示・て・・るが，推計学的・：ex°・2＞P＞°・1 ｹll　P］，　ll：l　l：1
征常値との間鮪意の郵認められで1血清リ喰　膝童．一一亙S．zi．e－．一一・．・？，．．z－．一

樋姻8の如く2・7・・／de～4・3・・／Ol．1平均3・37ng／de　腫一華”一一一琢牌……編…含．3「

で，推計学的に正常値との間に差を認めない。　　　　　　　　　　　　　　一＿　．．＿一＿．＿　　　＿＿一

甲状朧懲の赤㈱髄量は表姻・甲霧奢　ll：l　l：1
の如く，38・0㎎／1009～51・21呼／10091平均44・4㎎／100夢状松下　42．5　2．4
で誰計軸旺髄と嚇・雛の差瞼く，鰭　農高　乏卜　・43・5　…
リン値は表11，図8の如く2．螂／ee～4，吻磁平均　熊一kl・；　岡　　45・　2　3・2

く，39．、mp／loog～：19，・，V／1・・卿均44．211，／1・。eで，　　平　均　一44・4　3生＿

ほ麟慨示・，備・・値臓1・岬の如≦　橋　霧　ll：l　l：1
a1癩～3・2’呼笘h2・62㎎／ee　”C”推琶学的に　本松　tLi　42・・　2・・
は0．02＞P＞0・01で有冠，の差をもって低値を耶してい　木ド　46．62・7
る。　　　　　　　　　　　　氏　谷　・　　47・2　　2・7
　以上の各疾患における赤血球リソ含有量と血清リン　　　病　　野　，沢　　　　49・3　　　2・3

値との間の相関々係を求めてみると図9に示す如く，　 平均　44・2　2・62

赤血球
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　　正　常　人　　単純性甲状腺腫甲状腺機能充進症　橋本氏病
　　平均45．4　　　　　平均39，8　　　　平均44．4　「　　平均44．2

図7。　　　　各種甲状腺疾患におる赤血球リン含有醐
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正常人　単純性甲状腺腫甲状腺機能元進症橋本氏病
　平均3．24　　　　　平均3．37　　　　平均3．40　　　　平均2・62

図8．　　　各種甲状腺疾患における血清リン値

赤血球　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
リン曾郁匿〔噺oo9＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　X　　口　　　O　　　　　　　　　　　　　　口

　　　　禽　。°。

x　・×△。　。　△°
　　　　　　　6　　口

　　　　　　　　　　　　　　　△
　　　　　　△

o：疋常人
△：単乗屯性甲オ犬腺腫

口：甲状腺機能冗進癒

x：橋本氏満

血清リン値（OP”・a2）

　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　4

図9．　　　赤血球リン含有盤と血清リン値ととの関係

両商の間には相関々係は認められない。　　　　　　　　　甲状腺腫，甲状腺機能充進症t橋本氏病等においてほ

　　2．L－thyroxin（T，1．）添力llの赤1血L球32P　　　　　　　ぼ正常人の値と等しく，1血清リン値は単純性甲状腺腫

　　摂取率におよぼす影響　　　　　　　　　　　　　　並びに甲状腺機能充進症では正常値を示すが，橋本氏

　IE常人の血中にレthyroxin（T4）を添力llした場合，　　病ではやや低値を示す。又各疾患における赤血球リソ

その赤血球32P摂取率に影響がみられるか否かを検討　　　含有貴と1血清リン値との間には相関々係は認められな

した。その成績は図10に示す如く，各症例ともT4非　　　い。

添加に比べてTd．を21〃3曜／46添加した場合，または　　　赤血球32P摂取率はL－・thyroxin添加により増加す

210mptf／〔昭添加した場合には32P摂取率は明らかに増　　　る。

加する。即ち正常人ではTel，非添加時には27．5％～

36，6％であって，217π呼／（昭添加では37．6％～48．2％　　　　　　　　　III考　　按

と増加し，更に210”2μ〃昭添加時では49．1％～6L8％　　　動通L球は核を有しない特異な細胞であるが，その代

と増加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　謝機構はきわめて複雑であって，赤血球におけるリソ

　　3．小　　猛　　　　　　　　　　　　　　　　　　代謝についても諸説がある。すなわち，Eig．　enrnan

　以上の成綾を要約すると赤」血L球リン奮有墨は単純性　　　らユ゜）は赤血球が52Pを速やかに摂取することを認め，
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赤麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との間になんらかの関係があるとすれば，Farranら3）

坤摂騨（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の述べている如く，赤1血球32P摂取率と甲状腺機能と

［　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の間には密接な関係のあることが推測される。

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで著港はまず基礎実験としてin　vitroで」血液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に32Pを作用させ，その赤血球32P摂取率を求めるに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は何時間値を以って装現するのが適当であるか検討し
　50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。その結果、120分後の成績では赤血球はしばしば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶血を起すので，120分値は信頼しがたいことを知っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。また30分値と60分殖とについて，いずれが最もよ

　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈甲状腺機能を反映するか検討してみると，60分値が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適当であることを知ったので，以後の本実験において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はすべて60分値を用いることにした。さてFarranら

　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）の成績によると，赤血ew　S2P摂取率は多少の重なり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がみられるが，甲状腺機能尤進症では機能正常者より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高値を示し，機能低下症では低値を示している。

　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者の成績では赤1血球32P摂取率（60分値）の正常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　範囲は34．8％～46．4％，平均4〔｝．4±4k3．　f｝6であって，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れはFarranら3）の値とほぼ等しかった。しかも甲状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腺機能正常な単純性甲状腺腫の赤血＞k　32P摂取率はほ
　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ正常範囲内にあったが，甲状腺機能充進癌は正常高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値ないし高値を，甲状腺機能低下を示しがちな橋本氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病は正常低値ないし低値を示した。しかも赤血球32P

　　図10・Td添下による赤血球32P摂取率への影響　　　　ら，赤血球32P摂取率は甲状腺右幾能と密接な関係があ

　　　　　　　　　　．ll°盆禦　　　る・の・叛・れる・titr述の如く甲購能・赤血球

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の酸可溶性萄機リソの転換率との間には密接な関係の

。，v，，》ら11）は32Pカ・1時1揚後に賄機リ・酸化舗　ある・とカ・論じられている・…t’・著蔀加球略

　として赤血球に摂取されることを認めた。Hahnら12）　　リソ分画についてs2P比放射能を測定し，いずれのり

　は赤血球巾のリン濃度は細胞膜透過性に関係があると　　　ン分醐に摂取される32Pが有意義であるか検討した。

述べておりtまたMUII・・ら・3・，　V・・t・・gaard－－B・gi・d　その麟・よると・無脚ン頒並びiこ醐溶｛鮪機

ら・・）は赤血球中のリ職度は血1湖・のリ職度によっ　リン分画における32P比放射能がi高く・仙の頒の

て影響さ滴と主張して・・る．・れに対してH・lp・・n　32P比期自旨は瀧不能であ・た・しかも酸可灘有

ら・5・は欄と赤血球と媚1の鰍リンの轍について　脚ソ分酢おける償が職職倉旨蝦もよく反映し

　研究を行ない，リソの転換は代謝作用によるもので，　　　ていることが判った。赤1血球の酸可溶性有機リソ分画

戦る撒（・inipl・diff・1・i。・）e：よるものではない　に1辮鋤・用に関係のあるATP・ADP・果榔’6’＝

と結論した．E・ma・・ら・6・1よ・・P騰赤・鱒酷射し　リン酸，2・3一ニリン酸グリセリ職等嚇こ働の物

腸合，その流血・はりの1肖失澱1よ甲状徽能腿　質があって2）19），これらが32Pを融鮫代しているこ

症で髄く一隙騰能低下症で壱羅い・とを認め・　とが知られてL・るD暁瀬・球の＝ネルーv’　’一供給源は

これ赫」鱒における醐溶｛・1・リン頒の・・P鰍率　嫌気的解桝F用駐なもので，ただ一部のブド蠣の

　によって左右されるものであって，赤血球の酸可溶性　　　みが好気的に酸化され1），1乎吸は全く行なわれない20）

リソ頒のリン轍率と甲状騰向旨との間に醐撒　と動れている・一方，甲状腺ホルモンは組茅哉の灘

　関係があろうと述べている。現在では一般に甲状腺ホ　　　消費量を増加させ，解糖速度を増進させるものである

　ルモンはリンの細胞膜透過性を高め，その転換率を増　　　から17）2i）22），赤血球の酸可溶性有機リン分画における

　加させるという見解が支配的となりつつある8）17）18）。　　　s2P比放射自旨が1二f．1状腺機能と密接な関係を有すること

　　以上の如く，赤血球中のリン濃度と甲状腺ホルモソ　　も首肯されるところである。
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　つぎに無機リン分画の32P比放射能も，単純性甲ガこ　　が妥当と考えられ，その値は単純性甲状腺腫では正常

腺腫ではほぼ正常値を，甲状腺機能充進症では正常値　　　値を，甲状腺機能充進症で正常高値ないし高値を，橋

ないし高値を，橋本氏病では正常低値ないし低値を示　　　本氏病では正常低値ないし低値を示していて，PBI値

したが，無機リン分画の一部は酸可溶性有機リン分画　　　および1311－Tsレヂンスポンヂ摂取率との間に正の相

へ移行する前段階であるから，無機リン分画の32P比　　　関々係を有する。

放射能が甲状腺機能と関係を有しているのも当然と思　　　　2）赤1（IL球無機リソ分画並びに酸可溶性蕎機リン分

われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画における32P比放射能は単純性甲状腺腫では正常値

　なおリン脂質は赤血球礎質に存在しているが1），リ　　を，甲状腺機能充進症では多くは高値を，橋本氏病で

ン脂質分画の32P放射能は僅少で測定できず，従って　　は多くは低値を示すが，酸可溶性有機リソ分画におけ

32P比放射能も鋒出できなかった。　　　　　　　　　　る32P比放射能は無機リソ分画における32P比放射能

　Farranら3）は赤血球32P摂取率を左右する因子を検　　　に比して甲状腺機能と一層密接な関係を有している。

討するために次のような研究を行なった。すなわち，　　　　3）赤血球リソ含有量は単純性甲状腺腫，甲状腺機

正常人血清に正常人，甲状腺機能充進痛あるいは甲　　能充進症，橋本氏病においてほぼ正常値を示し，血清

状腺機能低下癌の赤血球をそれぞれ別々に加え，さら　　　リン値は単純性甲状腺腫及び甲状腺機能尤進症では正

にまた甲状腺機能充進症の血清にそれぞれの赤血球を　　　常値を，橋本氏病ではやや低値を示すが，各疾患にお

加えて赤血球32P摂取率を測定した。その結果，赤1血　　ける赤」血1球リン含有鐙と1面青リン値との間には相関々

球32P摂取率を左右する因子は血清にあることを認め　　　係は認められない。

た。そこで著者は赤血球リソ含有量と血清リン値とを　　　　4）赤血球32P摂取率はL－thyroxin（「t’．1）の添加

測定して・その両者間に相関々係があるか否か検討し　　によって増加する。

た。甲状腺ホルモソは一般に血清リンの排泄を高める　　　　5）以上の成績から赤血£R　s2P摂取率は甲状腺機能

と云われるが23），著者の成績では甲状腺機能充進症の　　　と密接な関係を有し，その増減は血清リン値の消長と

血清リン値は特に低値を示すことはなく，赤血L球リン　　は無関係であって，thyroxinによる赤血球のリン代

含有量と血清リン値との聞には相関々係を認めること　　謝の変動によって左右されるものと考えられる。

は出来なかった。すなわち赤血球32P摂取率は単なる

拡散によるものではなく・赤血球の代謝と関係ある如　　　本論文の要旨は第391矧日本内分泌会総会において発

く考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　表した。

．著者はさらに甲状腺ホルモンと赤血球32P摂取率と

の関係を確認するために，」血液中tz＝　L－thyroxin（T4）　　　　　　　　　　　文　　献

を添加し，その赤血球32P摂取率に及ぼす影響を検討　　　1）黒田嘉一郎：1鉦液化学，　P．121，1966，朝倉書店．

した。すなわち・T4を21mp9／deeさらに210翅解／詔　　　2）吉川春寿：生体の科学，9：5，昭33．

添加することにより，赤血球32P摂取率が著しく増加　　　3）Farran，　E，　A，：Lancet，2；537，1959，

することを認めた。赤血球のエネルギー代謝はin　　4）Fiske，　C、　H，：J．　Biel．　Chem．，66：375，1925，

vitroではthyroxinの影響をうけないという説24）も　　　5）藤井暢三：生化学実験法，定量編，　P，263，昭33．

あるが，一方，これに反対するものも25）ある。しかし　　　　東京．

in　vitroにおける赤血球32P摂取率に関してはthy－　　　6）Schneider，　W．　C．：J，　Bio正．　Chem．，161：293，

roxinの影響は明白であって，　thyroxinの添加量を　　　　　1945．

増すにしたがって増加することが認められた。この齋　　　7）Schmidt，　G．；J．　Biol．　Chem．，161：83，1945，
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